
記録映画 何という今だ 今こそ永遠 河井寛次郎

祇
園
の
秘
密

京窑台ミステリー 聞いてきた裏話 実体験生かし

サスペンスの女王・山村紅葉さん 小説家デビュー

暮
ら
し
の
中
の
美

没
後
60
年
展
の
裏
側

日
京
セ
ラ
美
術
館
で
上
映

民
藝
運
動
を
代
表
す
る
陶
芸
家
河
井
寛
次
郎

（
１
８
９
０
〜
１
９
６
６
年
）
の
生
涯
や
思
想
を

描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
何
と
い
う
今

だ
、
今
こ
そ
永
遠

河
井
寛
次
郎
」
が

日
、
京

都
市
左
京
区
の
市
京
セ
ラ
美
術
館
で
上
映
さ
れ

る
。
河
井
の
姿
に
迫
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
合
わ
せ

て
開
か
れ
る
。

河
井
寛
次
郎
の
没
後

年
の
今
年
３
月
、
米
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
海

外
初
の
単
独
展
覧
会
が
開
か
れ
、
京
都
の
河
井
寛

次
郎
記
念
館
か
ら
１
３
０
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ

た
。
映
画
は
、
こ
の
展
覧
会
の
窑
台
裏
を
追
い
な

が
ら
、
「
暮
ら
し
の
中
の
美
」
を
追
い
求
め
た
河

井
の
思
想
や
京
都
と
の
関
係
、
未
来
に
託
し
た
思

い
を
追
う

分
の
作
品
。
俳
優
の
井
浦
新
さ
ん
が

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
務
め
た
。

上
映
時
間
は
午
前

時
半
、
午
後
１
時
半
、
午

後
４
時
半
の
３
回
。
上
映
後
、
河
井
の
孫
で
河
井

寛
次
郎
記
念
館
学
芸
員
の
鷺
珠
江
さ
ん
と
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
バ
ン
グ
リ
ン
グ
さ
ん
が
約

分
間
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
う
。

各
回
先
着
１
０
０
人
。
一
般
３
千
円
、
大
学

生
以
下
・
障
害
者
１
５
０
０
円
。
申
し
込
み
は

同
記
念
館
０
７
５
（
５
６
１
）
３
５
８
５
、
日

米
芸
術
振
興
協
会
０
３
（
３
４
６
９
）
０
０
７

７
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
デ
ビ
ュ
ー
作
の
小
説
に
つ
い
て
語
っ
た
山
村
紅
葉
さ
ん

京
都
市
下
京
区
・
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都

「
ミ
ス
テ
リ
ー
の
女
王
」
と
言
わ
れ
た
京
都
の
作
家
、
故
山
村
美
紗
さ
ん
を
母
に
持
つ
俳
優
・
山
村
紅
葉
さ
ん
（

）
が
小
説
家
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。数
多
く
の
２
時
間
ド
ラ
マ
に
出
演
し
て
き
た「
サ
ス
ペ
ン
ス
の
女
王
」
は
、
な
ぜ
新
た
な
窑
台
に
挑
ん
だ
の
か
。

「
生
ま
れ
育
っ
た
大
好
き
な
京
都

で
、こ
ん
な
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

う
れ
し
い
で
す
」

７
月
４
日
、
京
都
市
下
京
区
の
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で
開
か
れ
た

小
説
「
祇
園
の
秘
密

血
の
す
り
替

え
」
（
双
葉
社
）
の
出
版
記
念
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
。
着
物
姿
で
登
場
し
た

紅
葉
さ
ん
は
フ
ァ
ン
た
ち
に
笑
顔
で

語
り
か
け
た
。

作
品
は
、
歌
窑
伎
の
名
門
や
祇
園

の
老
舗
置
き
屋
を
窑
台
に
、
家
、
才

能
、血
を
め
ぐ
る
愛
憎
ミ
ス
テ
リ
ー
。

紅
葉
さ
ん
は
、

歳
に
な
っ
た
お
祝

い
に
母
が
お
茶
屋
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
り
、
幼
い
頃
か
ら
自
宅
に
歌

窑
伎
役
者
が
訪
れ
た
り
し
た
思
い
出

を
振
り
返
り
、
「
い
ろ
い
ろ
な
裏
話

を
聞
い
て
い
た
。
キ
ラ
キ
ラ
し
た
世

界
の
中
に
は
必
ず
苦
し
み
や
葛
藤
が

あ
る
こ
と
を
、
い
つ
か
い
い
形
で
書

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
」
と
語
っ

た
。美

紗
さ
ん
は
１
９
９
６
年
に

歳

で
亡
く
な
っ
た
。
「
作
品
も
た
く
さ

ん
書
い
た
し
、
も
う
十
分
生
き
た
と

思
っ
た
け
れ
ど
、
い
ざ
自
分
が
そ
の

年
齢
に
近
づ
く
と
、
も
っ
と
も
っ
と

書
き
た
か
っ
た
だ
ろ
う
な
と
、
し
み

じ
み
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
。
自
身

が

歳
に
な
る
今
年
の
刊
行
に
向
け

て
執
筆
し
た
。

数
年
前
に
エ
ッ
セ
ー
の
連
載
が
終

わ
り
、
当
初
は
ほ
っ
と
し
た
が
、
や

が
て
「
何
か
書
き
た
い
」
と
い
う
欲

求
が
わ
き
上
が
っ
て
き
た
。
「
小
説

な
ら
本
当
の
こ
と
が
書
け
る
。
映
画

『
国
宝
』
を
見
て
原
作
も
読
み
、
京

都
の
伝
統
芸
能
を
書
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
」

実
体
験
や
芸
妓
さ
ん
ら
へ
の
取
材

を
生
か
し
た
。
「

代
の
頃
に
ホ
ス

ト
ク
ラ
ブ
に
は
ま
っ
て
、
元
を
何
と

か
取
り
返
そ
う
と
、
そ
の
経
験
も
盛

り
込
み
ま
し
た
」
と
明
か
し
、
会
場

の
笑
い
を
誘
っ
た
。

原
稿
用
紙
に
サ
イ
ン
ペ
ン
で
執
筆

し
た
母
の
よ
う
に
、
２
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
に
手
書
き
で
書
き
進
め

た
。
そ
の
中
で
、
次
第
に
母
が
憑

ひ
ょ
う

依い

し
た
感
覚
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
最
後
の
方
は
、
母
が
指
に
降
り

て
き
て
、
す
ら
す
ら
進
み
ま
し
た
。

母
が
ず
っ
と
そ
ば
に
い
る
気
持
ち
に

な
れ
た
」

｜
も
し
美
紗
さ
ん
が
こ
の
小
説
を

読
ん
だ
ら
何
と
言
う
だ
ろ
う
か
？

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
そ
う
問
わ
れ
た

紅
葉
さ
ん
は
「
『
こ
ん
な
下
手
な
小

説
出
し
て
恥
ず
か
し
い
』
と
言
う
と

思
う
ん
で
す
」
と
笑
い
、
「
で
も
、

母
が
憑
依
し
て
、
母
の
腕
を
借
り
て

書
き
ま
し
た
の
で
、
『
マ
マ
の
責
任

よ
』っ
て
言
い
返
そ
う
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

「
祇
園
の
秘
密
」は
１
９
８
０
円
。

（
樺
山
聡
）

日
本
語
版
の
出
版
記
念
会
で

あ
い
さ
つ
す
る
野
夫
さ
ん

京
都
市
左
京
区
・
京
都
大
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中国で禁書初邦訳
市井の人の生死追った 編

草
津
の
出
版
社

長
江
に
消
え
た
母

著
者
・
野
夫
さ
ん

声
届
く
機
会
増
え
て
ほ
し
い

世
紀
中
国
で
激
動
す
る
時
代

に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
た
人
々
の
生
と
死
を

描
き
、
同
国
で
禁
書
と
さ
れ
た
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
「
長
江
に
消
え

た
母
」
（
野や

夫ふ

著
）
が
、
草
津
市

の
出
版
社
「
さ
い
は
て
社
」
か
ら

刊
行
さ
れ
た
。

野
夫
さ
ん
（
本
名
・
鄭
世
平
）

は
１
９
６
２
年
中
国
・
湖
北
省
生

ま
れ
。
出
版
社
経
営
を
経
て
、
２

０
０
０
年
代
初
め
か
ら
主
に
ネ
ッ

ト
上
で
散
文
や
詩
を
発
表
し
て
き

た
。初

の
邦
訳
本
と
な
る
本
作
は

年
に
台
湾
で
出
版
さ
れ
、
翌
年
に

台
北
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
大
賞

「
年
間
最
優
秀
書
籍
」
を
受
賞
。

香
港
で
は
自
由
著
作
賞
に
選
ば

れ
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
も
翻

訳
さ
れ
て
い
る
。

自
身
の
肉
親
や
友
人
、
偶
然
に

出
会
っ
た
人
々
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
境
遇
の
市
井
の
人
が
た
ど
っ
た

人
生
を

編
で
構
成
。
土
地
を
奪

わ
れ
親
を
殺
さ
れ
て
も
革
命
に
忠

実
で
あ
ろ
う
と
す
る
父
、
夫
に
裏

切
ら
れ
困
窮
し
て
も
気
高
く
生
き

た
祖
母
、
反
逆
心
が
あ
だ
と
な
っ

て
早
世
し
た
先
輩
、
人
生
を
切
り

開
く
矢
先
に
刑
死
し
た
少
年
…
。

書
名
に
な
っ
た
一
編
は
、
安
定

し
た
少
女
期
を
過
ご
す
も
、
共
産

党
政
権
下
で
波
乱
に
巻
き
込
ま
れ

た
母
を
描
い
た
。病
の
夫
を
抱
え
、

投
獄
さ
れ
た
息
子
の
帰
り
を
待
つ

晩
年
を
経
て
、
自
ら
も
重
病
を
患

い
、
故
郷
の
大
河
へ
と
向
か
う
。

野
夫
さ
ん
は
序
文
で
「
赤
い
中

国
が
草
の
根
の
人
々
の
運
命
を
踏

み
に
じ
っ
た
こ
と
へ
の
追
及
」
を

込
め
た
と
記
す
。

自
身
も
民
主
化
運
動
へ
の
関
与

を
理
由
に
５
年
間
服
役
し
、

年

に
は
天
安
門
事
件
に
関
す
る
座
談

会
に
参
加
し
た
こ
と
で
警
察
に
拘

留
さ
れ
た
。
母
国
で
は
自
由
な
著

述
が
難
し
い
と
、
７
年
前
か
ら
タ

イ
で
暮
ら
す
。

今
月

年
ぶ
り
に
来
日
し
、
京

都
大
で
開
か
れ
た
出
版
記
念
会
に

出
席
し
た
。
取
材
に
対
し
「
今
の

中
国
で
真
に
独
立
し
、
自
由
な
立

場
の
作
家
は
少
な
い
が
、
も
っ
と

声
が
届
く
機
会
が
増
え
て
ほ
し

い
」
と
答
え
た
。

親
交
が
あ
る
阿
古
智
子
東
京
大

教
授
は
「
近
年
、
中
国
の
言
論
統

制
は
厳
し
さ
を
増
し
、
良
質
な
作

品
も
発
表
さ
れ
な
く
な
っ
て
い

る
。
日
中
関
係
が
悪
化
し
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
の
深
い
苦

悩
を
表
現
し
た
野
夫
さ
ん
の
本
が

邦
訳
さ
れ
る
意
義
は
大
き
い
」
と

話
す
。

訳
は
王
小
林
、
木
田
章
義
、
佐

々
木
猛
の
３
氏
。
税
別
４
千
円
。

（
道
又
隆
弘
）

首相も迎えた茶室は…

京都新聞本社ビル再開発

最新公開記事から

▼京都・太秦時代劇『鬼平犯科帳』 老

密偵演じる尾美としのり 歴代「どうし

ても気になって…」

▼京都で若かりし天皇陛下ご見学 成果

披露の東寺百合文書展 うっかり説明に

浩宮さまは…

▼いしいしんじの「禅語」

京都をはじめ幅広い文化を伝えるデジ

タルメディア「 」は毎日、

新着記事を配信しており、オリジナル

を含めて５千本以上のコンテンツが楽

しめます。その中から注目記事を紹介し

ます。

茶室は、日本の美意識、精神性を凝縮

した空間ともいえます。再開発が進む京

都新聞本社ビルにもかつて役員室の一角

に茶室がありました。半世紀前、当時の

社長が佐藤栄作首相を迎えるなど、さま

ざまな歴史を刻んできました 再開発に

伴い 茶室は解体されましたが 再生さ

れ 新たな物語を背負う 次

なる窑台を待っています。

は右のＱ

Ｒコードからアクセス。（会

員登録が必要。有料）。
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